
【事務事業調書】

■事務事業の概要

■活動指標

■事業費（計画） 【単位：千円】 ■事業費（実績） 【単位：円】

金　額 特　記　事　項細　節積　算　根　拠細　節 金　額

実
績

指　標

計
画

一般家庭から分別して各ステーションに排出される生ごみを、委託業
者が週2回（地区別に割り振られた曜日）収集し、高根沢町土づくりセ
ンターへ搬入することで、資源（堆肥たんたんくん）として有効に活用
されています。

一般家庭から分別して各ステーションに排出される生ごみを、委託に
より週２回収集して土づくりセンターへ運搬し、堆肥として有効活用し
ます。
生ごみを資源として捉え、生ごみ指定袋の一定量購入者に対し、申
請により有機堆肥（たんたんくん）と交換を行い、生ごみの分別を推進
していきます。

H24
事前
評価

H22
事後
評価

何をどのような方法で実施します（実施しました）か？

事務事業名 生ごみ収集事業費

リサイクル係担　当

竹澤　伸一
担当部課 住民生活部環境課

係　長

目　標　値 達　成　値 特　記　事　項

会計 - 款 - 項 - 目 - 事業

001-04－02－02－003－01－02

事業の分類 既存事業

予算科目
コード

どのような成果が現れます（現れました）か？

一般家庭から排出される生ごみを分別することで、可燃ごみの排出量を減らすこ
とと環境施設の負担軽減ができます。
収集された生ごみは、全量土づくりセンターにおいて堆肥化することで、ごみで
はなく資源として活用され循環型のまちづくりの構築に寄与します。
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■事業経費

委託料 16,951
収集運搬委託

21,854

4,000

4,000

ごみ処理手数料（指定袋販売代金）

金　額 特　記　事　項細　節積　算　根　拠

8,862
生ごみ指定袋　15ℓ　240,000枚
　　　　　　　　　　 3ℓ　200,000枚

財
　
源

県支出金

受益者負担金

計

国庫支出金

地方債

差引（一般財源）

その他の特定財源

消耗品費

報償費

細　節 金　額

41
堆肥（たんたんくん10㎏）100袋×409円

予算現額

決算額

25,854

特　記　事　項

0

当初予算額

計　画　　　　　【千円】 実　績　　　　　　　【円】

決　算

予
　
算 流用額

補正予算額

25,854




